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た。感度分析では、カットオフ値TPCR 0.080g/gCrのとき感度95.5%・特異度83.7%・AUC 0.896、TPCR 0.090g/gCr
のとき感度90.3%・特異度88.9%・AUC 0.896、TPCR 0.150g/gCrのとき感度58.7%・特異度98.6%・AUC 0.786
であった。KDIGOではACR 30mg/gCrはTPCR 0.150g/gCrと同等であると示している。しかしTPCR 0.150g/gCr
は感度よりもかなり特異度を優先したカットオフ値であることが明らかとなり、約 40%（119/288）が偽陰性
となって微量アルブミン尿を見落とす結果となった。一方、本研究で得られたカットオフ値TPCR 0.084g/gCr 
は感度・特異度を充分に満たしたカットオフ値であり、さらに感度がより優先されたカットオフ値であること
から、偽陰性はわずか 2%（16/784）にとどめ、微量アルブミン尿のほとんどを見落とさずに拾うことができ
た。このカットオフ値は微量アルブミン尿の検査を受ける人のプレスクリーニングに適していると考えられる。 
【結語】TPCRが微量アルブミン尿の診断に有用であることが示唆された。本研究結果はエビデンスに基づい
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た医療のために重要であり、また医療経済上の効果と早期治療介入が期待される。 
